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１
一
野
毛
大
道
芸
の
始
ま
り

　
昭
和
五
十
八
年
、
M
M
2
1
計
画
が
具
体
化
し
、
野

毛
の
商
人
は
地
域
の
地
盤
沈
下
の
危
機
を
深
刻
に
感

じ
、
色
々
な
場
で
ゲ
リ
ラ
的
に
侃
々
諤
々
（
か
ん
か

ん
が
く
が
く
）
の
議
論
が
始
ま
っ
た
。

　
議
論
は
次
の
二
つ
の
意
見
に
集
約
さ
れ
た
。

　
　
「
街
の
活
性
化
に
は
、
ま
ず
地
域
の
住
人
、
商
人

そ
し
て
街
に
通
っ
て
来
る
お
客
さ
ん
が
お
互
い
に
仲

良
く
な
っ
て
色
々
な
話
を
し
て
、
何
か
を
生
み
出
す

こ
と
が
大
事
だ
。
そ
れ
に
は
遊
び
の
会
を
つ
く
り
、

本
腰
と
気
合
を
入
れ
て
目
一
杯
や
ろ
う
、
そ
の
た
め

に
は
何
物
に
も
制
約
さ
れ
ず
、
自
主
財
源
で
い
こ
う
」

　
　
「
こ
の
街
は
戦
後
の
爆
発
的
な
闇
市
の
に
ぎ
わ
い

以
来
、
地
域
の
組
織
が
テ
ン
デ
ン
バ
ラ
バ
ラ
の
自
己

主
張
を
し
た
た
め
、
行
政
ほ
か
各
方
面
へ
の
交
渉
が

う
ま
く
い
か
ず
、
地
盤
沈
下
を
続
け
て
き
た
の
で
、

氏
素
性
が
は
っ
き
り
し
た
地
域
の
組
織
を
一
本
化
し

活
動
を
し
よ
う
」

　
そ
し
て
、
翌
昭
和
五
十
九
年
に
「
野
毛
文
化
を
育

て
る
会
」
と
「
野
毛
地
区
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
会
」

が
発
足
し
、
活
発
に
活
動
し
、
一
年
後
に
そ
れ
ぞ
れ

の
会
員
が
約
二
百
名
に
な
っ
た
。
「
文
化
の
会
」
は

「
野
毛
落
語
会
」
を
毎
月
開
催
す
る
ほ
か
、
ジ
ャ
ズ

コ
ン
サ
ー
ト
、
座
敷
芝
居
、
浪
曲
、
野
毛
の
今
昔
写

真
展
な
ど
ソ
フ
ト
の
活
動
を
主
と
し
、
「
ま
ち
づ
く

り
会
」
は
桜
木
町
駅
舎
移
動
問
題
、
後
に
東
急
線
廃

止
問
題
等
で
行
政
と
渡
り
合
う
な
ど
ハ
ー
ド
な
面
で

運
動
を
し
て
き
た
。

　
そ
ん
な
時
に
、
野
毛
で
飲
ん
だ
く
れ
て
二
十
年
、

こ
の
街
の
こ
と
を
書
き
残
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
人

と
、
地
域
の
物
語
を
新
聞
で
読
者
に
届
け
た
い
と
思
っ

て
い
た
、
こ
れ
も
野
毛
で
飲
ん
で
い
た
新
聞
記
者
が

「
文
化
の
会
」
で
出
会
い
、
昭
和
二
十
年
代
、
三
十

年
代
前
半
の
野
毛
の
聞
き
書
き
「
野
毛
ス
ト
ー
リ
ー
」

が
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
か
ら
昭
和
六
十
年
六
月
ま

で
六
十
回
、
週
一
回
産
経
新
聞
の
神
奈
川
版
に
連
載

さ
れ
た
。
書
き
手
・
大
谷
一
郎
、
挿
絵
・
広
野
徹
、

題
字
・
佐
野
守
正
、
編
集
・
広
瀬
勝
弘
。

　
な
ぜ
昭
和
二
十
年
代
か
と
い
う
と
、
こ
の
時
代
の

野
毛
の
人
達
は
敗
戦
、
米
軍
の
進
駐
、
闇
市
の
爆
発

的
な
に
ぎ
わ
い
等
特
殊
な
体
験
と
、
そ
れ
ま
で
の
す

べ
て
の
秩
序
と
価
値
観
が
な
く
な
っ
た
中
で
手
探
り

で
た
く
ま
し
く
生
き
抜
い
た
か
ら
。

こ
の
連
載
が
野
毛
の
人
々
に
地
域
の
来
し
方
行
く

末
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
と
な
り
、
街
お
こ
し
の
議
論
が

さ
ら
に
活
発
化
し
た
。
そ
の
中
か
ら
野
毛
ら
し
い
イ

ベ
ン
ト
を
や
ろ
う
と
な
り
、
昭
和
六
十
年
、
「
野
毛

地
区
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
会
」
主
催
で
春
と
秋
に

「
野
毛
祭
」
を
開
催
。

　
そ
の
基
本
の
考
え
方
は
「
混
沌
と
し
た
闇
市
の
エ

特
集
・
横
浜
の
芸
術
文
化
－
ア
ー
ト
シ
テ
ィ
を
め
ざ
し
て
④

○
市
民
活
動
に
見
る
施
策
へ
の
ヒ
ン
ト

①
野
毛
大
道
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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福
田
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ネ
ル
ギ
ー
を
再
現
し
よ
う
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
次

は
、
ど
こ
で
や
る
か
で
あ
っ
た
が
、
野
毛
に
は
ホ
ー

ル
や
広
場
が
な
い
と
い
う
物
理
的
な
理
由
と
、
か
つ

て
闇
市
が
あ
っ
た
場
所
で
や
り
た
い
気
持
ち
が
強
く
、

道
路
で
や
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
際
の
伊
勢
佐
木

警
察
署
の
理
解
と
協
力
に
今
で
も
街
は
感
謝
を
し
て

い
る
。

　
出
し
も
の
は
露
店
画
廊
、
人
形
芝
居
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
辻
音
楽
会
、
大
道
芸
な
ど
で
あ
っ
た
が
、

闇
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
ふ
さ
わ
し
く
、
す
べ
て
が
投

げ
銭
ま
た
は
値
段
つ
け
放
題
、
値
切
り
放
題
で
あ
っ

た
。
そ
の
中
で
異
様
な
ま
で
に
お
客
さ
ん
を
引
き
付

け
た
の
が
大
道
芸
だ
っ
た
の
で
、
翌
六
十
一
年
か
ら

大
道
芸
だ
け
に
絞
り
込
み
今
に
至
っ
た
。
金
な
し
、

場
所
な
し
の
な
い
な
い
づ
く
し
の
苦
肉
の
策
と
も
言

え
る
。

２
一
野
毛
大
道
芸
と
は

　
僕
ら
は
路
上
で
成
立
す
る
芸
事
は
す
べ
て
大
道
芸

だ
と
し
、
何
で
も
あ
り
で
色
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
芸
が

参
加
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
大
道
芸
の
中
で
野
毛
を
際
立
た
せ
る
の
は
何
か
と

考
え
て
た
ど
り
つ
い
た
の
は
、
「
三
者
イ
ー
ブ
ン
」

で
あ
り
「
異
界
を
つ
く
る
」
こ
と
で
あ
り
「
じ
か
取

引
」
で
あ
っ
た
。

①
－
「
三
者
イ
ー
ブ
ン
」
と
は

　
演
じ
た
い
者
が
演
じ
、
見
た
い
者
が
見
て
、
運
営

し
た
い
も
の
が
や
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
ギ
ャ
ラ

や
日
当
は
な
い
。

　
四
年
前
か
ら
静
岡
市
が
野
毛
の
コ
ピ
ー
を
し
て
静

岡
大
道
芸
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
始
め
た
。
市
長
自
ら

が
先
頭
に
立
ち
市
を
挙
げ
て
の
事
業
と
な
り
、
マ
ス

コ
ミ
系
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
仕
切
る
五
日
間
の
大

掛
か
り
な
も
の
で
今
年
で
四
年
目
に
な
る
。
世
界
各

国
か
ら
芸
人
を
呼
び
、
コ
ン
ペ
を
し
て
優
勝
者
に
は

二
万
ド
ル
の
賞
金
が
支
払
わ
れ
る
。
審
査
員
を
頼
ま

れ
た
永
六
輔
さ
ん
は
「
大
道
芸
人
の
ラ
ン
ク
づ
け
は

で
き
な
い
。
強
い
て
言
え
ば
投
げ
銭
の
寡
多
で
は
な

か
ろ
う
か
」
と
断
っ
た
。

　
芸
人
に
は
ギ
ャ
ラ
が
払
わ
れ
、
現
場
の
人
も
市
の

職
員
や
商
工
会
議
所
、
青
年
会
議
所
の
人
達
が
多
い

よ
う
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
仕
事
と
し
て
か
か
わ
っ
て
い

る
よ
う
だ
っ
た
。

　
芸
人
の
感
想
は
「
コ
ン
ペ
は
ナ
ン
セ
ン
ス
。
野
毛

と
大
き
く
違
う
の
は
、
町
の
人
と
の
付
き
合
い
が
な

い
の
で
と
て
も
寂
し
か
っ
た
こ
と
」
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
三
者
イ
ー
ブ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
は
三
者
の

バ
ラ
ン
ス
の
上
に
成
立
し
て
い
て
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス

の
保
証
は
な
い
。

　
劇
場
も
異
界
で
あ
る
が
、
多
分
、
芸
人
に
と
っ
て

野
毛
の
道
路
は
異
界
の
中
の
異
界
な
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
大
都
会
の
日
ご
ろ
た
く
さ
ん
の
車
と
人
が

行
き
来
す
る
道
が
、
交
通
止
め
に
な
っ
て
ス
テ
ー
ジ

と
な
る
が
、
歩
行
者
は
自
分
勝
手
に
行
き
来
し
、
商

店
も
い
つ
も
と
同
じ
商
売
を
し
て
い
る
。

　
僕
た
ち
は
い
つ
も
新
し
い
「
異
界
」
を
つ
く
る
こ

と
が
面
白
く
て
今
ま
で
や
っ
て
き
た
が
、
そ
の
こ
と

が
芸
人
だ
け
で
な
く
実
行
委
員
の
増
員
に
も
つ
な
が
っ

た
よ
う
だ
。
い
ま
現
場
に
出
る
実
行
委
員
は
約
百
名
。

全
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
大
体
七
十
人
以
上
が
野
毛
以

外
の
人
だ
。
多
分
、
彼
ら
の
大
部
分
は
「
異
界
」
を

つ
く
り
出
す
面
白
さ
（
一
瞬
の
う
ち
に
小
さ
な
劇
場

が
で
き
、
芸
人
と
と
も
に
出
来
事
を
共
有
し
、
す
ぐ

ま
た
劇
場
が
な
く
な
る
面
白
さ
）
が
忘
れ
ら
れ
ず
、

芸
人
と
い
う
奇
妙
な
人
々
と
親
し
く
な
っ
て
し
ま
い
、

毎
回
何
か
新
し
い
出
来
事
が
お
き
る
の
で
卒
業
で
き

ず
居
着
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
誰
も

や
っ
て
い
な
い
こ
と
を
や
り
、
い
つ
も
多
数
の
お
客

さ
ん
が
来
て
く
れ
る
勝
利
感
か
ら
。

②
－
「
異
界
を
つ
く
る
」
と
は

　
通
常
の
世
の
中
に
な
い
時
間
と
空
間
を
つ
く
る
こ

と
で
あ
り
、
道
路
と
い
う
普
段
別
の
目
的
で
使
わ
れ

て
い
る
空
間
を
数
時
間
だ
け
表
現
者
の
自
由
に
ゆ
だ

ね
る
こ
と
で
あ
る
。

　
実
行
委
員
会
と
し
て
は
幕
開
け
と
幕
引
き
に
最
大

の
注
意
を
払
っ
て
い
る
。
い
き
な
り
「
異
界
」
が
現

れ
、
ま
た
瞬
時
に
「
異
界
」
が
消
滅
す
る
た
め
に
。

当
然
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
や
司
会
進
行
は
な
い
。

　
芸
人
が
野
毛
に
交
通
費
と
鰻
丼
と
カ
ン
ビ
ー
ル
で

来
て
く
れ
る
理
由
は
、
投
げ
銭
が
稼
げ
る
と
か
、
芸

の
情
報
交
換
が
で
き
る
と
か
、
実
験
が
で
き
る
と
か

諸
々
が
あ
る
と
思
う
が
、
僕
は
異
界
で
自
由
に
思
い
っ

き
り
表
現
が
で
き
る
こ
と
だ
と
思
う
。

特
集
・
横
浜
の
芸
術
文
化
－
ア
ー
ト
シ
テ
ィ
を
め
ざ
し
て
④
市
民
活
動
に
見
る
施
策
へ
の
ヒ
ン
ト

③
１
「
じ
か
取
引
」
と
は

　
実
行
委
員
会
は
大
道
芸
の
運
営
に
関
し
、
ほ
と
ん

ど
の
こ
と
は
直
接
に
執
り
行
う
。
例
え
ば
出
演
交
渉
、

現
場
の
交
通
・
雑
踏
整
理
、
備
品
の
調
達
、
資
金
集

め
、
場
所
借
り
や
行
政
と
の
交
渉
そ
の
他
。

　
こ
の
こ
と
で
非
能
率
的
な
回
り
道
や
無
駄
な
努
力

を
し
た
り
も
す
る
が
、
プ
ロ
の
イ
ベ
ン
ト
会
社
と
は

一
味
違
う
考
え
方
や
方
法
と
な
り
、
プ
ロ
で
は
で
き

な
い
こ
と
が
成
立
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
が
実
行

委
員
の
喜
び
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
保

つ
要
素
で
あ
る
が
、
独
り
よ
が
り
に
な
る
危
険
も
あ

る
。
幸
い
に
僕
た
ち
に
は
「
三
者
イ
ー
ブ
ン
」
が
あ
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横
浜
は
そ
の
歴
史
の
中
で
二
回
全
国
に
発
信
し
、

日
本
人
の
意
識
と
生
活
を
変
え
た
。
開
港
期
と
第
二

次
大
戦
直
後
だ
。

　
創
作
や
表
現
活
動
で
も
有
島
兄
弟
、
長
谷
川
伸
、

吉
川
英
治
、
大
佛
次
郎
等
、
戦
後
は
美
空
ひ
ば
り
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
カ
ッ
プ
ス
を
生
ん
だ
。

　
二
つ
の
時
期
の
共
通
点
は
、
真
空
状
態
の
横
浜
に

よ
そ
か
ら
人
種
を
問
わ
ず
多
数
が
流
入
し
、
混
沌
と

し
た
状
況
の
中
で
色
々
な
出
会
い
が
あ
り
、
も
み
合

い
せ
め
ぎ
合
い
の
あ
っ
た
こ
と
。
大
多
数
が
「
腹
に

一
物
背
に
荷
物
」
の
一
旗
組
や
食
い
つ
め
者
で
は
な

か
っ
た
か
。

　
僕
は
混
沌
の
中
の
出
会
い
と
せ
め
ぎ
合
い
が
横
浜

ら
し
さ
だ
と
思
う
し
、
そ
こ
に
こ
だ
わ
り
た
い
。
言
っ

て
み
れ
ば
横
浜
は
毒
味
の
街
で
は
な
か
ろ
う
か
。
毒

味
、
実
験
さ
れ
た
も
の
の
中
で
よ
そ
に
必
要
な
も
の

が
流
れ
て
い
く
｜
そ
れ
が
発
信
だ
と
思
う
。

　
今
、
青
森
、
新
潟
、
福
島
、
長
野
、
大
分
か
ら
大

道
芸
の
開
催
依
頼
が
引
き
も
切
ら
な
い
。
情
報
が
は

ん
ら
ん
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
手
軽
な
も
の
と
な
っ

た
今
、
傾
向
と
対
策
が
世
間
の
発
想
の
基
盤
と
な
っ

て
い
る
よ
う
だ
。

　
僕
は
毒
に
あ
た
っ
て
頓
死
を
す
れ
ば
本
望
だ
と
思
っ

て
い
る
。

∧
野
毛
大
道
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
・
中
華

料
理
店
店
主
Ｖ

３

一
実
行
委
員
と
し
て
の
横
浜

る
の
で
、
そ
の
危
険
は
回
避
で
き
て
き
た
。

　
今
、
若
い
。
実
行
委
員
は
芸
人
と
観
客
と
、
そ
し
て

自
分
た
ち
も
、
も
っ
と
楽
し
め
る
も
の
に
し
よ
う
と

藤
代
邦
男
実
行
委
員
長
を
中
心
に
頑
張
っ
て
い
る
。

野毛大道芸の軌跡
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第１回（61年春）　パン猪狩・早野凡平・ヘルシー松田ら2O組，

　26人の芸人がイクオ三橋のもとに集まり，2日間開催。観客

　3,000人。

第２回（61年秋）亀田雪人・サイクル松林他31組の芸人が集

　まり観客動員も4,500人。人目を引いたのがフランスから参

　加したレ・ノクタンビュール。空中ブランコが野毛の空に舞

　い上がった。

第３回（62年春）35組61名の芸人が参加。観客50,000人。初

　出場の現代民謡伊藤多喜雄は30万円の投げ銭を集め喝采を浴

　びた。この回から『野毛大道芸写真コンクール』を開催。

第４回（62年秋）野毛本通りから野毛坂に会場を移して開催。

　50組115名の芸人が出演。観客70,000人。沖縄からの伝統武

　道が大人気。

第５回（63年春）新装なった野毛本通りで華やかに開催。 54

　組130名の芸人。観客は一挙に17万人。全国から注目される

　イベントになった。ヴァイオリン演歌の桜井敏雄ら常連に新

　しいメンバーが加わり，フランスを始め海外からの参加も多

　くなった。

第６回（63年秋）　昭和天皇のご病気ご回復を祈願して中止と

　した。

第７回（元年春）　１日目は雨で中止。２日目は好天に恵まれ

　て10万人の人出となった。伊藤多喜雄・早野凡平・雪竹太郎

　らの芸も花盛り。

第８回（元年秋）　フランスからの空中ブランコを目玉に立体

　的なイベント空間を創出。会場を広げないと実施不可能になっ

　た。芸人281名、観客数15万人。

第９回（2年春）　昼過ぎまでの雨にもめげず開催。第３回か

　ら連続出場の伊藤多喜雄が前年暮れの紅白歌合戦に出場した

　ためか、会場は一段と盛り上がり観客数15万人。この回から

　町のプロデューサーとして橋本隆雄が正式に就任。

第10回（２年秋）早野凡平追悼公演。凡平さんの涙雨が降っ

　て１日目は中止。２日目はそのエネルギーが爆発して元気一

　杯に開催。特にバリ島からはるばる来日したバリダンスが好

　評。海外からのパフォーマーも28名になった。

第11回（3年春）　ドイツ・ニュールンベルクからオールドサー

　カスの花形スター、マンフレッド沢田氏を招き国際化に弾み

　がついた。稼ぎ頭の伊藤多喜雄は２日間で200万円の投げ銭

　を稼いだ。

第12回（３年秋）ゲストにカナダからコメディアンのミスター・

　スマイスを迎え、海外からの参加15組。１日目は雨で中止。

　２日目はそれを挽回し大盛況。

第13回（4年春）　ゲストに世界超一流の一輪車とジャグラー

　の２人組フライング・ダッチマンを迎え、その他海外からの

　参加を含めて両日で約200組500人の芸人が集まった。観客動

　員数12万人。日曜日は雨の降る中、傘もささずに見入るお客

　様の姿に次回からは小雨決行を決断。この回から町の人達以

　外のボランティアスタッフが運営に参加した。また、初めて

　スタッフ6名が、カナダ・モントリオールで開催の「ジャス

　トフォーラフ」を視察。本場の雰囲気を見学し、以後野毛大

　道芸は格段に成長した。

第14回（４年秋）　ゲストにフランスからパフォーマンス集団

　『イロトピー』を招く。芸術の薫りが野毛に漂った。また、

　『静岡第１回大道芸ワールドカップ』で『人間美術館』の雪

　竹太郎が二冠を獲得。他の受賞者もほとんどが野毛の常連。

芸の水準の高さを証明した。

第15回（5年春）　ゲストにオランダのディアボロの名手マイ

　カ・アルデンを招く。芸人168組460人、海外から19組。国際

　都市横浜にふさわしいイベントになって来た。

第16回（5年秋）　フランスからシャンソンとバーバリーオル

　ガンの『アニー＆アルタス』を迎える。その他世界にパフォー

　マーとして名を知られるダニエル・グルコ、マロらも参加し

　た。野毛からもパリ郊外の町ノンテールのフェスティバルに

　雪竹以下数名を派遣し芸の国際交流を実現した。 11月に横浜

　市から『横浜文化賞奨励賞』「まちなみ景観賞」をダブル受

　賞。

第17回（６年春）　ゲストにアメリカのクラウン『ローラハー

　ツ』、その他フライング・ダッチマン、フランスのサーカス

　界をリードするクリスチャン・タゲも来日。海外20組、国内

　の精鋭53組。２日間天気に恵まれて観客も最高の17万人。し

　ばらくお休みしていた伊藤多喜雄も出場した。夜の流し芸と

　同時開催。大道芝居も初公演し、３日間の夜昼通じてのイベ

　ントとなった。

第18回（６年秋）　ゲストにフランスの路上音楽隊「テアトル・

　ド・ユニテ」を迎えて奇想天外な場面を創出した。カナダの

　クラウン『ギレン・ポール』、一輪車『シャン・ソシエ』も

　活躍。柳通りが工事中のため桜通りを日曜日のみ使用。サン

　バの乱舞が人気を呼んだ。

第19回（7年春）今回から横浜市が主催者に加わり、年１回

　１週間程度のロングラン公演を企画した。開催地も野毛地区

　の他MM21地区にも進出。多くの観客を集めた。スペシャル

　ゲストとして、フランスからアクロバットチーム『ル・アク

　ロスティッシュ』
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